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鎌倉市笛田2-1-35
TEL 0467-40-5020
FAX 0467-40-5025

居宅介護支援事業所
すばるケアプランセンター

藤沢市石川2-5-1
TEL 0466-90-5132
FAX 0466-90-5133

訪問看護事業所
すばる訪問看護
リハビリステーション
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LINEのカンタンやり取りで、
待たずにお薬をお受け取りいただけます。

LINEで
友だち登録

スマホのカメラで
処方箋を撮影

処方箋の画像を
LINEで送信

お薬ができたら
LINEで連絡

薬局でお薬の
受け取り
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すみれ中央薬局 鎌倉店
鎌倉市笛田 2-1-40
TEL 0467-32-6080
FAX 0467-32-6082

すばる中央薬局 大船店
鎌倉市大船4-18-6-1A
TEL 0467-48-5855
FAX 0467-48-5836

在宅
専門部門
併設

訪問エリア
鎌倉市全域
藤沢市一部

すばる中央薬局 大町店
鎌倉市大町4-3-22 
TEL 0467-23-6100
FAX 0467-23-6101

すばる中央薬局 笛田店
鎌倉市笛田2-1-34
TEL 0467-73-8255
FAX 0467-38-1831

鎌倉市腰越4-8-1 
TEL 0467-38-1601
FAX 0467-38-1602

すばる中央薬局 腰越店

茅ヶ崎市本村4-22-23
TEL 0467-39-5204
FAX 0467-39-5304

ニコニコ薬局 茅ヶ崎本村店

藤沢市宮前425-7
TEL 0466-52-0955
FAX 0466-52-0966

すばる中央薬局 藤沢店

在宅
専門部門
併設

訪問エリア
藤沢市南部
北部一部地域
鎌倉一部地域

すばる中央薬局湘南台店
藤沢市湘南台2-26-17
TEL 0466-44-8935
FAX 0466-47-6888

在宅
専門部門
併設

訪問エリア
藤沢市北部
泉区、戸塚区、綾瀬市、
海老名市の一部地域

横浜市保土ヶ谷区星川2-3-22
みゆきコーポ１号室
TEL 045-333-1880
FAX 045-333-1881

すばる中央薬局 星川店

大田区南雪谷2‐10‐7-101
TEL 03‐5754‐3410
FAX 03‐5754‐3411

すばる中央薬局 南雪谷店

すばる中央薬局 戸塚店
横浜市戸塚区戸塚町565-16
TEL 045-869-5881
FAX 045-869-5883

在宅
専門部門
併設

訪問エリア
横浜市栄区
戸塚区
泉区一部地域

友達登録ができましたら、スマホの
カメラで処方箋を撮影してください。

処方箋を撮影 お客様

お客様

撮影した処方箋の画像を送信してください。

処方箋を送信

お客様

完了のメッセージが届きましたら、
ご来店いただき、お薬をお受取りください。

お薬の受け取り

店　舗

お薬の準備ができましたら、
完了のメッセージをお送りします。

完了のご連絡

店　舗

こちらで処方箋を確認しましたら、
メッセージをお返しします。

処方箋を確認

下記店舗インフォメーションより、
お近くの薬局のQRコードを読み取って“LINEde処方箋”をご利用ください。

ご利用
方法



（株）エルマノの薬局全店で、
医療機関に通院せず、
電話で診療をした方の

処方箋の取り扱いを行っています。

電話再診した医療機関から処方箋を送る薬局を聞かれますか
ら、いつもの（株）エルマノの薬局名をお伝えください。処方箋
が送られてきましたら、お薬をご用意いたします。薬局へ薬を取
りに来ることが心配な方はご連絡ください。薬をご自宅へ宅配
便にて郵送いたします（送料一部患者様負担）
代金は銀行振り込みでお願いしております。

お薬到着後、薬剤師より薬が届いたかの確認と、体調やお薬
についての説明を電話にて致します。
（2020年4月10日付で発出された「新型コロナウイルス感染症
の拡大に際しての電話や情報通信機器を用いた診療等の時
限的・特例的なとりあつかいについて」による臨時的措置のた
めこの措置が終了となっている場合があります）

新型コロナウイルス感染症拡大防止に
伴う医療機関の

電話再診を受けられた方へ

1回目の緊急事態宣言下の202０年4月と5月の健康診断受診者数は、いずれも前年の同じ時期より
80％ほど減少しました。同9月には受診者数は持ち直したものの、2020年度の健康診断受診率はコロナ
前の2019年の90％となり、新型コロナウイルスによる受診控えの影響が健康診断にも出てきています。
（日本総合健診医学会による新型コロナウィルス感染拡大による健診受診者の動向と健診機関への影
響の実態調査結果より抜粋）

新型コロナウイルスの影響は病気の予防・治療にも波及しているようです。事実、健診で発見されやすい胃がんや大
腸がんの診断・手術数が減少しているそうですし、病気の発見が遅れ、治療の開始が遅れて重症化してしまったという
ケースも見受けられるようです。（がん対策推進協議会より）
1年に1回、健診（検診）で自分の健康状態を確認することは未来の健康を守るためにも有効です。

新型コロナウイルスの影響で健診の受診率が低下した結果、早期発見が遅れてし
まうケースはニュースにもなりました。ご自身の現在の健康、そして未来の健康を守
るためにも健診は重要です。

それぞれの検診内容について簡単にご紹介します。実際の受診申込や検査費用などについては、お住まいの市区町
村や加入している健康保険にお問い合わせください。

コロナで健康診断の受診率低下
健康診断の種類や費用

健康診断の種類やかかる費用は、皆さんが加入している保険の種類によって
変わってきます。（全国民が何らかの健康保険に加入しています）
大きく協会けんぽ・共済保険と国民健康保険に分かれます。今回はその中で
も協会けんぽと国民健康保険の2つに焦点を当ててみましょう。

がんの種類 特徴 対象者 受診感覚 主な検査項目

日本のがん死亡数の第1位 40歳以上 年1回
問診、胸部エックス線検査、喀痰
（かくたん）細胞診（※）
※痰の成分調査

肺がん

男性のがん死亡数の第2位。
50歳以上

※当分の間、胃部エック
ス線検査については40
歳以上に対し実施可

2年に1回
※当分の間、胃部エック
ス線検査については年1
回実施可

問診に加え、胃部エックス線検査
又は胃内視鏡検査のいずれか胃がん

男女計のがん死亡数の第2位。 40歳以上 年1回
問診、便潜血（べんせんけつ）検
査（※）
※便の中に混じる血液を検査

大腸がん

子宮の入口にできる。近年、若い世代で罹
患・死亡率ともに増えてきているがん

20歳以上
（女性） 2年に1回 問診、視診、細胞診（※）

※子宮頸部にある細胞を検査子宮頸がん

女性の罹患数は第1位で、死亡数が第5位の
がん。5年以上経過後の再発も珍しくない。乳がん 40歳以上

（女性） 同上 問診、乳房エックス線検査（マン
モグラフィ）

がん検診
医療技術の進歩によって、一部のがんでは早期発見・早期治療が可能になってきました。自覚症状が出る
前にがんを見つけることができるがん検診は死亡率を減少させる確実な方法です。検診によって早くがんが
見つかれば、生存率に差が出るということも分かっています。定期的にがん検診を受けることが重要です。

健診の種類
特定健康診査・特定保健指導
メタボリックシンドロームに着目した「健診」によって生活習慣病のリスクを早期に発見し、その内容を踏まえて運動習慣
や食生活、喫煙といった生活習慣を見直すための「特定保健指導」を行うことで内臓脂肪を減少させ、生活習慣病の予
防・改善につなげるものです。“メタボ検診”とも言われています。
一般的な検査項目の他に腹囲（お腹周りのサイズ）とBMIを測定することが特徴です。
医療保険者（国民健康保険、健康保険組合、共済組合）が、年に1回、40歳から75歳未満の方を対象に実施します。
（実施方法は各保険により異なります）
特定健診は保険の種類に関わらず受診することができる検査です。

＜一般検診＞（労働安全衛生法に基づいたもの）
年1回の定期健診。診察や尿、血液を採取しての検査、胸や胃のレントゲン検査など約
30項目の全般的な検査を行います。対象者は、35歳～74歳の会社員の方。
特定健診はこの一般検診の中に含まれていることが多いようです。

協会けんぽ
会社にお勤めの方ご本人

＜特定健康診査＞
始めに紹介した特定健康診査のことです。40歳～74歳の方が受けられます。
受診時に協会けんぽの加入者（ご家族）であることが必要です。

協会けんぽ
会社にお勤めの方の被扶養者

＜特定健診＞市町村によって健診の名前が異なるようです。（成人検診・特定健診等々）
国民健康保険に加入している方で40～74歳が対象。健診内容は問診・身体計測・視診・打
聴診・触診・腹囲・血圧・血液検査（脂質・糖代謝・肝機能・貧血・腎機能）・尿検査・心電図
＜後期高齢者検診＞市町村によって名前が異なります（後期高齢者健康診査等）
65～74歳で一定の障害により、広域連合の認定を受けた方、75歳以上の方。健診内容は
問診・身体計測・視診・打聴診・触診・腹囲・血圧・血液検査（脂質・糖代謝・肝機能・貧血・
腎機能）・尿検査・心電図

国民健康保険
個人事業主や住民の方

健診の目的

多くの病気は、必ずしも加齢によるものではなく生活
習慣の結果、起こることが明らかに
なってきました。健康診断を受診す
ることによって、自分の生活習慣が
適切かどうかを見直し、日常生活の
なかでどんな点に注意すればよい
のか気づくきっかけになります。

身体の症状がないときは、病院へ足が遠くなってしま
うものです。しかし、自覚症状のない病気も少なくな
く、気づいたときには病状がかなり進行していたとい
う例もあります。ほとんどの病気は、発見が早ければ
早いほど、治る確率が高くなります。初期の段階で身
体の異常を見つけるためには、定期的に健康診断を
受診することが大切です。

健診の結果から生活習慣を
改善し、病気を予防すること。

一次
予防

病気を早期に発見し、
早期治療につなげること。

二次
予防

前年比
10％余り減


